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研究成果の概要（和文）：アジア・太平洋地域のHTLV-1キャリア分布、HTLV-1遺伝子型を明らかにする研究であ
る。2019年度にインドネシア・アイルランガ大学と共同研究の準備を進めていたが、新型コロナウイルスのパン
デミックにより調査が実施困難となり、研究期間を延長した。2022年12月に同研究所が凍結保存していた同国全
土のHIVキャリア522例の血清試料を用いて調査を実施し、HTLV-1陽性3例を見出した。いずれもメラネシア系先
住民族居住地の症例で、遺伝子型はメラネシア型と推定された。ジャカルタ、スラバヤなどインドネシア大都市
部にHTLV-1キャリアは分布しておらず、メラネシア系先住民族に存在することが判明した。

研究成果の概要（英文）：This is the epidemiological study for HTLV-1 carrier in the Asian Pacific 
region. We had signed the agreement  of the collaboration study of HTLV-1 screening study with 
Airlangga university in Indonesia on February 2020, but we had not be able to conduct the screening 
survey because of the COVID-19 pandemic. We had no choice but to extend the study period. In 
December, 2023, we conducted the test for anti-HTLV-1 antibody using the cryopreservation sera from 
522 HIV carriers in the whole Indonesia. We found 3 HIV/HTLV-1 co-infection cases. All cases are 
originated from the residential area for the Melanesian indigenous tribes. It is presumed that the 
HTLV-1 genotypes are the Melanesian types (Type C). This study results show that the HTLV-1 carriers
 distribute not in the metropolitan ares including Jakarta and Surabaya but in the Melanesian 
indigenous tribe residential area in Indonesia.

研究分野：血液免疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
HTLV-1は難治性疾患である成人T細胞白血病・リンパ腫、HTLV-1関連脊髄症の病因ウイルスで、感染予防対策が
喫緊の課題である。そして世界の感染の現状を明らかにする研究は重要である。アジア・太平洋各国の感染状況
は1980年代の調査以降の報告がなかった。今回、インドネシアの感染調査を実施し、ジャカルタ、スラバヤなど
大都市部にHTLV-1キャリアは分布しておらず、オセアニア系先住民族に分布していること、さらにHIV/HTLV-1共
感染例は少数であることが判明した。これはインドネシアの感染対策における保健医療へ重要な情報となる。
HTLV-1感染者のDNAが保存され、バイオバンク拡大への礎となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
ヒト T細胞白血病ウイルス I型（human T-cell leukemia virus type-I: HTLV-1）は、成人 T細
胞白血病・リンパ腫（ATL）、HTLV-1 関連脊髄症（HAM）、HTLV-1 ぶどう膜炎の病因ウイルスであ
る。HTLV-1 の主な感染経路は母子感染（垂直感染）、性交感染（水平感染）および輸血の 3つで
あるが、本邦では献血者の抗 HTLV-1 抗体スクリーニング検査が開始されて以降、献血による感
染は見られていない。このうち母乳を主のルートとする母子感染は、ATL の発症に繋がる主要な
感染経路である。いくつかの浸淫地域では栄養介入が行われ、6ヶ月以上の長期授乳による母子
感染率が 20.5%であるのに対して、人工栄養による母子感染率は 2.4%とされており、一定の効果
を上げている。最近、日本赤十字社による献血者のフォローアップ調査の結果、全国で年間 3000-
4000 人に HTLV-1 の水平感染の発生が示唆されている(Lancet Infect Dis 2016; 16: 1246)。
HTLV-1 感染の実態調査と感染予防対策の確立が重要な課題である。 
HTLV-1 の浸淫地域は、九州・沖縄を中心とする西南日本が世界最大で、それ以外に中央アフリ
カ、カリブ海沿岸を中心とする中南米、パプアニューギニアが知られている。オーストラリア・
アボリジニに HTLV-1 キャリアの存在が知られているが、最近同部族に HTLV-1 関連肺疾患が多
発していることが報告され、世界的な HTLV-1 感染対策予防策確立の必要性が提言されている
(Lancet 2018; 391: 1893)。 
 研究代表者は沖縄県本島に HTLV-1/ATL 研究ネットワークを構築するとともに、バイオバンク
を設立した。そして科学研究費助成事業 (基盤研究(Ｃ)「沖縄県における HTLV-1キャリア分布
の解明および基盤データベースの構築」平成 25〜27年度)において各離島をベースに HTLV-1キ
ャリア調査を行い、沖縄本島、石垣島、宮古島、久米島出身者のキャリア割合がそれぞれ
4.1%(11/267)、4.0%(84/2093)、2.0%(11/555)、11.2%(61/546)であることを明らかにするととも
に(第 5 回日本 HTLV-1 学会学術集会)、島嶼部を含めた沖縄県 ATL/HTLV-1 バイオバンクを構築
した。 
HTLV-1 は 5’LTR 領域の配列の違いから、subtype A (Cosmopolitan)、 B (Central African)、 
C (Melanesian)、 D、 E、 Fの 6つに分けられ、さらに subtype A は Subgroup A〜D に分類さ
れ、Subgroup A は transcontinental type と呼ばれ南米に、一方 Subgroup Bは Japanese type
と呼ばれ日本に多く分布する（Proc Natl Acad Sci USA 1994; 91: 1124）。鹿児島県の HTLV-1
は subgroup Bが 90％を占め、subgroup A は約 10%であることを報告した(J Infect Dis 2000; 
182: 1343)。研究代表者のグループは、沖縄本島の HTLV-1 は subgroup A:subgroup Bが 44%:56%
と本土と分布パターンが異なっていることを明らかにした。(Leuk Res 2017; 61: 18) 。さら
に本島の西に位置する久米島、最南端に位置する石垣島について分布パターンを解析したとこ
ろ、subgroup A:subgroup Bが久米島 48%:52%、石垣島 64%:36%であった(未発表データ)。この
ことは沖縄県の HTLV-1 が北ルートと南ルート双方から伝播したことを示唆している。しかしな
がら東南アジアの HTLV-1 の分布状況、そして HTLV-1 genotype の分布パターンの詳細はこれま
で明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
アジア・太平洋地域において HTLV-1キャリア調査を行い、HTLV-1分布状況を明らかにするとと
もに、生体試料をバンキングし、沖縄からアジア・太平洋に拡がる ATL/HTLV-1バイオバンクを
構築する。さらに、それぞれの国の HTLV-1 の genotype解析を行い、日本本土、沖縄および世界
の他の地域の HTLV-1 genotype の分布パターンと比較することにより、HTLV-1伝播経路解明の
端緒を開く。 
 
3．研究の方法 
インドネシア・アイルランガ大学と琉球大学医学部との間で、共同研究に関する部局間交流協定
を締結した。 
（１）HTLV-1 スクリーニング調査 
アイルランガ大学が凍結保存しているインドネシア全土から集積した HIV キャリアの血漿試料
について、particle agglutination (PA)法により抗 HTLV-1 抗体検査を行った。そして陽性症例
については、ラインブロット法にて確認検査を実施した。HTLV-1 キャリアであることが判明し
た症例について、臨床情報から居住地を調査した。 
（２）PCR 法による HTLV-1 の確認検査 
上記で抗 HTLV-1 抗体陽性が確定した 1例について、LTR 領域を標的とした PCRを実施した。 
 
４．研究成果 
2019 年度インドネシア第２の都市スラバヤ市にあるアイルランガ大学医学部および熱帯病研究
所と琉球大学医学部との間で、市民および HIVキャリアを対象とした HTLV-1 スクリーニング調
査を実施することで部局間交流協定を締結した。そして2020年2月アイルランガ大学を訪問し、
実施に関する打合せ、研究施設の視察を行い、調査準備が完了していた。しかしその後新型コロ
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ナウイルスのパンデミックに伴い、現地調査の実施が困難となり、研究期間を延長せざるを得な
くなった。そして新型コロナウイルス感染が終息に向かった 2022 年 6 月頃よりスクリーニング
調査のための準備を再開した。 
当初は一般市民を対象としたスクリーニング検査を計画していたが、新型コロナウイルス感染
のリスクを考慮し、熱帯病研究所との協議の上、同研究所が凍結保存している HIVキャリアの検
体を用いて HIV/HTLV-1共感染について調査を行うこととなり、琉球大学およびアイルランガ大
学にて倫理審査委員会承認を得た（許可番号 2035）。 
2022 年 12 月アイルランガ大学熱帯病研究所にて、凍結保存していた 522例の HIVキャリア血漿
を用いて PA 法により抗 HTLV-1 抗体のスクリーニング調査を実施した。そして 3 例の陽性例を
認めた。3例の居住地域は、西パプア、北スラウェシ、ヌサトゥンガラティムールといずれもパ
プアニューギニア・メラネシア系先住民族居住地域であった。 

PA法で陽性と判定された西パプアの 1例についてはラインブロット法で陽性が確認された（図

1）。 

 
図 1.ラインブロット法による抗 HTLV-1 抗体検査の結果：抗 HTLV-1 抗体陽性、HTLV-1/2 の鑑別

不可であった。 

 

さらに西パプアの症例については、LTR 領域を標的とした PCR検査を行い、陽性が確認された

（図２）。 

図 2.HTLV-1 LTR 領域を標的とした PCR検査結果 
抗 HTLV-1 抗体 

陰性検体  陽性検体  マーカー 
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【考察】522例の HIVキャリアから得た血漿検体を用いて抗 HTLV-1 抗体検査を行ったところ、3
例で共感染が確認された。またいずれの症例もパプアニューギニア・メラネシア系先住民族居住
地域住民であった。このことはインドネシアの HTLV-1キャリアはジャカルタ、スラバヤなどの
大都市部には存在せず、パプアニューギニア・メラネシア系先住民族の一部に存在するとする先
行研究の報告を裏付ける結果であった。またインドネシアに分布する HTLV-1 の遺伝子型は、メ
ラネシアタイプである可能性が高いと考えられた。 
 
【今後の計画】3’-LTR のシークエンスによる HTLV-1 遺伝子型確定のための準備は完了してお
り、アイルランガ大学の共同研究者が実施中である。また共感染例の DNA を琉球大学バイオバン
クにバンキングするため、日本に搬送するためのインドネシア政府への申請手続きを進めてい
る。 
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